

























































































































回 作製速度 採土時（開始より） 3試料の含水比　　’平均含水比
第1回 A 2分30秒 88．5％　　90．2％　　54．3％77．7％
A 5分 （152．7）　　93，0　　85．6 89．3
B 2分30秒 89，4　　　　　　94，3　　　　　　90．8 9！．5
B 5分 97，8　　　　　　95，5　　　　　　94．9 96．1
第2回 A 2分30秒 ユ24．8　　　　　120．2　　　　　124．0 123．0
A 4分30秒 118．4　　　　124．8　　　　ユ15．3 1！9．5
第3回 A 2分30秒 106，5　　　　　94，4　　　　　73．5 9！．5
A 5分 102，7　　98．1　　（26．0）100．4
B 2分30秒 96，8　　　　　96．9　　　　102．5 98．7
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国立防災科学技術センター研究報告　第19号　ユ978年3月
　円筒（落下する土を袋に導く）と共に，ホッパーに振動を加えて，土などの材料の付着を
防ぐのも一案であろう．
　（5）袋を掛ける部分
　最も白動化しにくい部分である．雨・風の環境下で作動させるためには人手による方法が
よいが，長時間の作業（たとえぱ昭和51年9月長良川右岸欠潰（けっかい）の折には150万
袋を3昼夜で作製した）であることを考えると，もっと筋肉労働を減らすようにすべきであ
る．タイマーにより制御すると，慣れないうちには袋で受けそこなって土を落したり，慣れ
てくると，手もちぶさたになったりするので，足ぶみスイッチで土の落下を制御した方がよ
い、また，袋で受けそこなった土を処理できるように配慮したい．
　（6）　土のう引き出し口
　引き出し口は一方向だけなのはよくないことはすでに述べた．引き出し口から地面までは
約50cmの落差があるから，土のうをなるべく遠くへ送り，次段の作業員への受け渡しを
容易にすべきである．（写真3参照）
　（7）作業員
　作業員は雨具を着用していても雨と汗とで，ずぶぬれになる．足もとはぬかるみであるた
め，機械の固定方法は安全性から重要であるし，機械の縁から落ちる雨だれが顔に当らない
ようにするといった細かい配慮も必要である．
13．付　　　記
　本受託研究は国立防災科学技術センター側としては木下のほか第3研究部降雨実験室森脇
寛，佐藤照子，施設課高田孝二，青木秀夫が担当した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1977年12月3目原稿受理）
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